
沖縄北部ダム湖サミットの開催について
北部ダム湖サミット実施状況

沖縄北部ダム湖サミット宣言

私たちは、沖縄北部ダム湖サミットにおいて、やんばるの自
然と水の大切さを念頭に、以下のとおり理念や方針を共有し、
具体的な行動の第一歩とする。

一 やんばるの貴重な自然は沖縄の宝であり、本島におけ
る貴重な水源地でもあることから、県民全体で森を守り、
水を守ることが重要。

一 水源地やんばるの自然やダム湖の魅力を活かした活
動を通じて、森や水の大切さを広く認識してもらえるよう
に努力。

一 ダムの存在する北部地域の連携のみならず、中南部地
域との交流・連携を促進。

平成２６年２月２２日
沖縄北部ダム湖サミット参加者一同

コーディネーター ： 沖縄国際大学学長
パネリスト ：

・ ダム所在市町村長（国頭村、大宜味村、東村、名護市、金武町、宜野座村）
・ 中部市町村会会長（うるま市長）
・ 観光関連代表（沖縄コンベンションビューロー会長）
・ NPO等代表（玉水ネットワーク会長）
・ 内閣府沖縄総合事務局北部ダム事務所長

河合沖縄総合事務局長による挨拶 パネルディスカッション状況

パネリスト（NPO代表：寺田麗子氏）コーディネーター（沖国大学長：大城保氏）
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